
2025年度技術協力活用型・新興国市場開拓事業

寄附講座事業のご紹介

泰日工業大学(TNI)との

協会企画型寄附講座

2025年10月

一般財団法人 海外産業人材育成協会(AOTS)
The Association for Overseas Technical Cooperation and Sustainable Partnerships(AOTS)



技術協力活用型・新興国市場開拓事業
（研修・専門家派遣・寄附講座開設事業）

事業の対象国 • 開発途上国

事業の目的

• 日本企業の海外展開に必要となる現地拠点強化を
支援するため、開発途上国における民間企業の現
地の人材育成等を官民一体となり実施することによ
り、現地の産業技術水準の向上や経済の発展を図
ることを目的とする。

事業内容

①技術研修
日本

②管理研修

③海外研修

海外④専門家派遣

⑤寄附講座
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協会企画型寄附講座
案件募集型寄附講座



寄附講座の概要（1）

◼ 講座：講義、演習、実習・実験、研究、ワークショップ、見学等
◼ インターンシップ：日本企業等において行う就業体験

対象経費の
2/3に補助
適用

事業目的

概要
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開発途上国の大学等の在学生、もしくは日本の大学等に在籍する開発途上国からの留
学生を対象に企業の事業活動や産業の発展の要となる技術分野に関する寄附講座を
日本企業・現地日系企業からの視点・技術等を活用して開設する。受講生が講座、イン
ターンシップを通じて、日本企業・現地日系企業で求められる能力を向上させ、これら企
業への就職につなげることで、事業活動の円滑化及び当該国との協力関係の深化に
貢献する。

➢ 協会企画型
AOTSが自ら寄附講座を企画し、講座開設校の協力を得て調整を行い、採用
計画を有する日本企業・現地日系企業を募集し、その協力を得てAOTSが主
体となり開設する。

➢ 案件募集型： 
AOTSが案件を公募し、日本・日系企業・団体等から応募を受けて、応募した
企業がAOTSと連携して開設する。

種類



寄附講座の概要（2） 

事業イメージ
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※日本で法人格を有する企業またはその海外の子会社等

A社 B社 C社 D社

TNI
採用計画を有する企業

(インターンシップ受入先）

従業員

インターンシップ
(日本）

寄
附
講
座

就業体験
（対面）

高度人材の獲得

学生等
（受講生）

卒業

講 座
(講義・演習等)

指導

AOTS(申請法人）覚書締結

大学講師
(講師）

従業員
（講師）

企業募集
・契約締結

外部有識者
（講師）

外国人材に求める技術や知識の習得 /日本企業理解浸透

・インターンシップ協力企業の募集
・大学と連携しながら講座の企画・
手配・実施
・講師や通訳手配
・学生の身元保証
・短期滞在ビザ申請手続きへの協力
・企業への手続き・受入れ支援

全員/一部

・講師派遣(会社紹介/オンライン）
・短期滞在ビザ申請手続きへの協力
・生活支援(宿舎等手配等）
・インターン生受入れ
・費用負担

指導

オンライン会社紹介
インターン生との
マッチング・
WEB面談

もモックインタビュー

・受講生の募集
・講座実施支援
・学生への連絡・調整
・エアチケット手配(学生）
・短期滞在ビザ申請(学生）

インターン生
の受入れ

学生等
（インターン生）

就職



泰日工業大学との協会企画型寄附講座（1）

特徴
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<背景>

アジア新興国の中でも日本企業進出拠点数が最多のタイで、現地大学の中で
も日本との親和性が高く、日本式ものづくりに主眼を置いた教育カリキュラムを
展開する泰日工業大学(TNI)の複数の学部に対して協会が講座内容を企画し
て講座を開設するものです。

<AOTSと企業の役割分担>

AOTS 申込企業

• TNIおよび日本の企業や団
体と協力して企画、実施、
運営

• TNIの寄附講座開設、実施、
インターンシップに向けた
応募学生と企業とのマッチ
ングや面接の手配

• オンラインでの企業、イン
ターンシップ内容プレゼン

• プレゼンを受けて応募した
学生の中から書類選考・
面接

• 来日インターンシップ実施 
(指定期間内の8週間)



泰日工業大学との協会企画型寄附講座（2）

講座内容
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時間 内容
対面/ｵﾝﾗｲﾝの区

分

2時間
(1社20－30分)

講義：インターンシップ受入先会社による会社概要紹介
事業概要（企業文化とビジョンの共有）、業務内容、就労条件、インターンシップ内
容の理解

オンライン

6時間

講義：日本・日系企業の現場で求められる思考方法の基礎
(ロジカルシンキング、クリティカルシンキング）

1．現場力を高めるための思考法（ロジカルシンキング、クリティカルシンキング）
2．ロジカルシンキングとクリティカルシンキング
・発想の違い
・ロジカルシンキング(演繹法と帰納法、MECE・ロジックツリー）
・クリティカルシンキング(弁証法）
・因果関係
・仮説と検証(前提→仮説→結論）
3.良い思考を活かすためのコミニュケーション能力
・コミニュケーションの基本
・非言語コミュニケーション

現地講師による
対面



泰日工業大学との協会企画型寄附講座（3）

実施時期と対象学部
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講座期間
時間はタイ時間

インターンシップ期間
期間内の8週間

講座開設対象学部

2025年7月9日(水)
13:00-15:00

オンライン会社紹介
7月16日(水)
 9:00-16:00

現地講師による講義

2025年11月17日
ー2026年1月9日

または

2026年1月5日ー
2026年2月27日

・情報技術学部
(情報技術学科/マルチメディア学科/デジタルビジネス情報技術学科)

・経営学部
(日本的人事管理学科/会計学科/革新的観光・接遇管理学科）

・国際学院
全3学科(デジタル工学科/データサイエンス・解析学科/国際ビジネス
企業学科

2025年9月10日(水)
13:00-15:00
オンライン会社紹介

9月17日(水) 
9:00-16:00

現地講師による講義

2026年4月20日
ー

2026年6月20日
うち8週間

・経営学部
(日本語・経営学科/国際経営学科）

2025年12月3日(水)
13:00-15:00
オンライン会社紹介

12月17日(水) 
9:00-16:00

現地講師による講義

2026年6月15日ー
2026年8月7日

または

2026年8月24日ー
2026年10月16日

・工学部
全6学科(自動車工学科/ロボティクスオートメーション工学科/コンピュ
ータ工学＆AI学科/産業工学科/電気工学科/新設総合デジタル工
学科)

・デジタルテクノロジー学部
ロジスティクス＆サプライチェーン学科（2025年度新設）

翌年度にあたる2026年4月1日以降も継続して記載されていますが、翌年度分に関する国庫補助金の適用等は未定です。

第1回

第2回

第3回

6/17

申込締切

8/7

申込締切

10/22

申込締切



募集要件等(1)

＜申込企業要件＞

泰日工業大学の学生等を対象に、産業人材育成に資する活動及び高度外国人
材の獲得に取り組む以下の要件を満たす日本企業・現地日系企業等とする。
a. 日本で法人格を有する企業・団体等で企業については日本資本が50％超で

あること。または、これらの企業・団体又は日本人（日本に国籍を有する者）
からの出資が50％超である現地日系法人や駐在員事務所であること。
（注1）

b. 泰日工業大学の学生等を採用する計画を有すること。（注2）

※日本企業・現地日系企業での採用計画に在留資格「技術・人文知識・国際
業務」の職種を含むことを目安とする。

c. 来日インターンシップの実施・管理及び経費負担能力を有すること
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注1：現地日系企業等には、その所在国において事業収入を得ることが認められていない事業拠点で

あっても、当該国において雇用の権利、権限を有する場合は、本事業への申込は可能です。

なお、所在国の外資規制等により外資比率が50％以上の企業の参入が禁止されている業種や地域の現地日系企業については、日本企業または日本人からの出資がその

上限いっぱいの出資比率を占め、主に日本関連の製品やサービスを取り扱っている場合には、協力企業として認められる場合があります。

注2：資本関係を有する企業グループ内のいずれかの企業において採用を計画している企業、他社への人材派遣・人材紹介を行う企業、会員企業による採用を目的に講座開設を

希望する団体、顧客からの要望に応じて人材育成を行う企業・団体、採用を計画している地域の企業等の人材確保に貢献するため講座開設を希望する大学等による申請も

可能です。詳細はお問い合わせ下さい。



募集要件等(2)

<来日インターンシップの要件>

講座の受講学生等の一部又は全てを対象に、申込企業または その関係企
業において行う、就業体験、実務体験であること

日数：指定期間内の8週間(なお、短期滞在ビザにつき最長90日)

インターンシップ生数：各申込企業で1名以上

<補助対象となるインターンシップ実施費>

宿泊費、食費、雑費、通訳費、遠隔教材外注費(※) 、

遠隔機材調達・環境等整備費(※) 、インターンシップ実施諸費

(※) オンライン指導を行うために必要と認められた場合のみ
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分
担
金

経費負担の考え方（試算例）

10◆AOTS団体運営にかかる経費(運営賛助金)のご協力を別途お願いしています。

2/3

約53万円

その他人件費、ほか

インターンシップ実施費
宿泊費
食費・雑費
通訳費
日本国内交通費

なお、 航空券、査証に係る
費用は、インターン生負担

1/3

約27万円

（
国

庫

補

助

）

申込
企業
負担
分

A
O
T
S
負
担

管

理
10%

約8万円

約35万円

インターンシップ実施に必要な経費(例) 約80万円
（実施に必要な経費は協会規程に基づきます）

補

助

対

象

（
直

接

経

費

）

（
間

接

経

費

）

補
助
対
象
外

<講座>

1社あたり一律7万円
<インターンシップ>

インターンシップ実施費の3分の1 及び

付帯する事務経費相当額としてインターンシッ
プ実施費の10%

寄
附
講
座

分
担
金



- - 462,229 353,469         

（単位：円）

AOTSからの

支払金額
企業負担金

費　　　　目 全体予算 負担者 摘　　　要 企業 学生

インターンシップ実施費 942,037 815,698 126,339

　(1) インターン生旅費 922,037 795,698 126,339 

インターン生1名53泊54日

学生 航空券代（バンコク-東京往復） 120,000 円 × 1 名 120,000 

学生 ビザ代（バンコク-東京往復） 1,415 THB 4.5 6,339 

企業 食費 3,100 円 × 54 日 × 1 名 167,400 

企業 雑費 1,000 円 × 54 日 × 1 名 54,000 

企業 海外旅行保険（2ケ月まで）(概算） 6,000 1 式 6,000 

企業 宿泊費：マンスリーマンション＠230,000円/月 7,666 円 × 53 泊 × 1 名 406,298 

企業 国内交通費 3,000 円 × 54 日 × 1 名 162,000 

　(2)インターンシップ 通訳費 20,000 20,000 - 

企業 ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ実施中の個人面談（評価報告）@20,000/3hrs 20,000 円 × 回 20,000 

　(3) 遠隔教材　外注費 0 - - 

　(4) 遠隔機材調達環境等整備費 0 - - 

　(5) インターンシップ実施諸費 0 - - 

積　　　算

815,698 271,899 81,570 

寄附講座

開設費

寄附講座

分担金1/3

事業管理分

担金10%

※学生負担分や講座実施にかかる分担金は学生負担。

経費負担の考え方（試算例）
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<インターンシップ>

インターンシップ実施費試算例

※インターンシップを実施しない休日（年末年始休暇含め）の宿泊費や雑費・食費も企業負担になります

※

※



制度利用の流れ
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第1回

十分に期間に余裕を持って、ご相談、申請を頂きますよう、お願いいたします。
申請書等をご提出頂いても、不備があるなどお受けできない場合があります。

・情報技術学部 (情報技術学科/マルチメディア学科/デジタルビジネス情報技術学科)

・経営学部 (日本的人事管理学科/会計学科/革新的観光・接遇管理学科）

・国際学院 全3学科(デジタル工学科/データサイエンス・解析学科/国際ビジネス企業学科）

時期 内容 AOTS TNI 学生 会社

2025/5/9-6/17 申込企業募集受付期間 〇 〇

7月
TNIプレインターンシップ講座実施
Day1：7/9(水）タイ時間：13:00-15:00 インターンシップ受入先会社紹介
Day2：7/16(水) タイ時間：9:00-16:00 現地講師講義

〇 〇 ○ 〇

7月2W～9月2W 学生と企業のマッチング、モックインタビュー、WEB面談を実施 (〇) 〇 〇

9月3W～ (AOTS) 学生の身元保証書等を発行・海外旅行保険への加入 〇

9月3W～ (学生)ビザ申請、エアチケット購入 〇 〇

9月3W～ (会社）学生受入れ準備(宿舎手配、空港送迎、食費・雑費受け渡し） (〇) 〇

2025/11/17-2026/1/9
または

2026/1/5-2026/2/27

来日インターンシップ実施(8週間）
※2月末までに帰国

〇 〇

２月中 または 3月中 TNI、企業、AOTSで補助金の精算 〇 〇 (〇) 〇



制度利用の流れ
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第2回 経営学部 (日本語・経営学科/国際経営学科）

翌年度にあたる2026年4月1日以降も継続して記載されていますが、翌年度分に関する国庫補助金の適用等は未定です。

時期 内容 AOTS TNI 学生 会社

2025/5/9-8/7 申込企業募集受付期間 〇 〇

9月
TNIプレインターンシップ講座実施
Day1：9/10(水）タイ時間：13:00-15:00インターンシップ受入先会社紹介
Day2：9/17(水) タイ時間：9:00-16:00 現地講師講義

〇 〇 ○ 〇

9月2W～11月2W 学生と企業のマッチング、モックインタビュー、WEB面談を実施 (〇) 〇 〇

11月3W～ (AOTS) 学生の身元保証書等を発行・海外旅行保険への加入 〇

11月3W～ (学生)ビザ申請、エアチケット購入、(AOTS）海外旅行保険への加入 〇 〇

2026年4月3W～6月中旬 (会社）学生受入れ準備(宿舎手配、空港送迎、食費・雑費受け渡し） (〇) 〇

2026/4/20-2026/6/20
※上記期間中8週間

来日インターンシップ実施(8週間） 〇 〇

7月中 TNI、企業、AOTSで補助金の精算 〇 〇 (〇) 〇



制度利用の流れ
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第3回
工学部
(自動車工学科/ロボティクスオートメーション工学科/コンピュータ工学＆AI学科/産業工学科/電気工学科/新設総合デジタル工学科)

デジタルテクノロジー学部ロジスティクス＆サプライチェーン学科（2025年度新設）

翌年度にあたる2026年4月1日以降も継続して記載されていますが、翌年度分に関する国庫補助金の適用等は未定です。

時期 内容 AOTS TNI 学生 会社

2025/5/9-10/22 申込企業募集受付期間 〇 〇

12月
TNIプレインターンシップ講座実施
Day1：12/3(水）タイ時間：13:00-15:00インターンシップ受入先会社紹介
Day2：12/17(水) タイ時間：9:00-16:00 現地講師講義

〇 〇 ○ 〇

12月3W～2026年1月4W 学生と企業のマッチング、モックインタビュー、WEB面談を実施 (〇) 〇 〇

2月1W～ (AOTS) 学生の身元保証書等を発行 〇

2026/4/1～
(学生) エアチケット購入、(AOTS）海外旅行保険への加入
(会社）学生受入れ準備(宿舎手配、空港送迎、食費・雑費受け渡し）

〇 〇 〇 〇

2026/6/15-2026/8/7
または

2026/8/24-2026/10/16
※上記期間中8週間

来日インターンシップ実施(8週間） 〇 〇

9月中 または 11月中 TNI、企業、AOTSで補助金の精算 〇 〇 (〇) 〇



申込方法

◼ 提出書類 以下URLより、様式をダウンロードしてください。

https://www.aots.jp/hrd/technology-transfer/endowed-program/planned/

 協会企画型 寄附講座実施申請書一式（所定様式）
 添付書類 （初めて本制度を利用する場合は以下の提出も必要）

I. 会社案内
II. 会社経歴書（写） *申請法人の沿革が記載された文書
III. 登記簿謄本（写）
IV. 財務諸表（決算書）（写） *直近3年分

 補足書類（必要に応じてご提出いただきます）
I. 納税証明書

◼ 提出方法
◼ 申請書の電子ファイルをemailでendowed-pm＠aots.jpまで送付いただ

くとともに、申請書の原本を次頁のAOTS寄附講座グループ住所までご
郵送ください。
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お問合せ先・申請書提出先

優先問合せ先
一般財団法人海外産業人材育成協会（AOTS）
企業連携部 寄附講座グループ
担当：森、佐々木
Eメール：endowed-pm@aots.jp
電 話： 03-3888-8238
〒120-8534 東京都足立区千住東1-30-1

タイ国内からの問合せはこちらでもお受けします
バンコク事務所 担当： 西牧（にしまき）、渡部（わたなべ）

Eメール：information@aots.or.th
電 話： +66-2-255 2370
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